ストレス　チェック　シュウダン　ブンセキ　ニ　ミル　ソシキ　カダイ　ノ　ヨミトキ　ト　ジッセンテキ　カツヨウホウ by 前田 一寿 & Kazutoshi Maeda
前田：ストレスチェック 集団分析にみる組織課題の読み解きと実践的活用法 






























































































































































































図１ ストレスチェック個別結果 散布図 
関西福祉科学大学EAP研究所紀要第11号 






























































 － 15 －
ストレスチェック制度を運用してみるとわか
るのが、実施事務従事者と呼ばれるスタッフ
の重要性である。実施事務従事者は、全ての
データを扱うことができる立場にある。同時
に法律上の守秘義務を課されている。単なる
事務担当者に留まることなく、個人情報保護
等の制限された環境ながら、どうストレスチ
ェック結果のデータを分析すれば、企業や職
場の全体像を示すことができるかを考えられ
るのである。多くの企業では、若手の人事担
当者等が配置される傾向が強く、これまでに
ない観点からの分析も期待できる。 
Ⅴ．最後に 
 ストレスチェック制度を今後、健康経営で
も活用していくには、データの集団的分析、
活用が重要である。そのノウハウは、これま
でいくつかのEAP企業が、長年の組織ストレ
ス診断の経験の中で、十分集積している。そ
れはデータ分析だけでなく、データ項目の設
定等の調査設計の段階の知見も含む。これら
は、ストレスチェック制度を、本来の労働安
全衛生法の理念である「労働者の安全と健康
の確保」そして「快適な職場環境の実現」双
方に応え、健康経営に結びつける手段となり
うるのである。 
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